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LD励起核融合用高繰り返しレーザーHAMAによる
球殻ターゲット爆縮高速点火

Fast heating of imploded CD shell target

by fast-heating fusion driver HAMA
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慣性核融合炉用ドライバーの最有力候補であるLD
励起レーザーを用いて、繰り返し爆縮高速加熱レー
ザー HAMAを構築し [1]、対向照射高速点火方式小
型レーザー核融合の研究をすすめている [2]。2012年
に、CDダブルフォイルターゲットを用いて連続爆縮
高速点火を実証し [3]、繰り返し爆縮加熱実験に着手
した。今回、(1)直径 500µm、厚み 7 µmのCDシェ
ルターゲットを採用し、(2)LD励起レーザー (1 µ m,
2 J/15 ns)による直接ターゲット照射を実施した。パ
ルス幅 15 nsのLD励起レーザーをフットパルス、パ
ルス幅 0.3 nsの HAMAレーザーをメインパルスと
して、シェルターゲットを圧縮し、パルス幅 190 fs
の圧縮HAMAレーザーで追加熱する。その結果、X
線ストリークカメラにてコアが追加熱されているこ
とを確認した。図 1に示す。さらに、加熱レーザー
をメインパルスから 1.6 ns後に照射した時に、プラ
スチックシンチレーターで取得した中性子信号及び
γ線信号が最大となることを確認した。この入射タ
イミングで、加熱レーザーが高速電子に効率良く変
換され、コア加熱による熱中性子反応がおこってい
ことを示唆している。詳細は講演にて報告する。
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図 1: X線ストリークカメラ像:(a)爆縮レーザーのみ
(b)爆縮+加熱レーザー

図 2: (a) 中性子、(b) γ 線の加熱レーザー入射タイ
ミング依存


